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症例では加齢に伴い心房糖細動倫連続性弁膜疾患の合併

率が増加し9衡襖の回復も遅鮭することが示唆きた･

高齢者ASD症例ではァ手術の免除渡も考慮すると

無症状でも早期手術が適応となるものと思わかJる界
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症例は号転6才男性.主訴は勤摩及び夜間起坐呼吸B家

族歴をこ種畜だすべき事はなしや既往歴は望2才頃に肋膜毅,

肺衆にて入院治療を受けた事現病歴は争昭和宿望年夏頃よ

り動障‥鼠切れが起きるようilこなった｡護漫月頃より労作

時呼吸困幣及び啄駿,格燐を認めるよ須こなった9徐々

に夜間起坐呼吸,食欲不振となりHfほOEj某病院を受診

したbそこで心不全,左房内陸脇を指摘された院とな-1

プふ その後m月望鋸ヨ手術目的にて当院転院となったせÅ

院時理学的及び検査所鬼は予両肺野の湿性ラ音,心収縮

期雑音及びⅣ音を認めた.胸部X線写轟で胸水9右肺髄

膜,左肺陰影及び肺紋理の増強を認めた甘酢逸脱酵素の

ユニ1-月こて,左腐肉に約議x5×舶mの藤癌を認め拡

張期をこ左房内をこ族喧Lかかっていた｡その内部に鞘融

を認めたセこのようをこcysもを覇する心房内緒癌はきれ
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離 先天性冠動脈境の外科治療
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教室で経験した兜善後冠動脈療手術例は6例である故

右冠動脈右賓療語例,右冠動脈左宴療望例や左冠動脈回

旋枝(側枝)右傍療違例である中農近事衝を施行した左

冠動脈回旋枝お顔藤と右冠動脈石室感の計3傍的映画を

供覧する.

左冠動脈回旋枝右房療症例では夢体外循環下にお顔を

し胴巨,噴孔十!.ll.章トロ､項揖根 上.酷使1十し'､､冠軒距

造影では流Å動脈は拡充Lた澄まであり,牽孔部の癌が

残存していた夢右冠動脈石室塵の望例では,術綿の冠動

脈造影で右冠動脈の拡充と療乳部の動脈癖をみとめたq

手術は体外循環下をこ癖を切開L,腐肉より腐乱を閉鎖し

癖も縫離した.術後の冠動脈遺影では右冠動脈の拡大は

消幾していた.
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手術時年齢,冠動脈病変枚数,移植グラフト数は年次
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であったがサこのうち冒例は緊急手術例であった可昭和

58年より互琴C隠,昭和59年より門℃Aを開始したが9

この望年間のAh-鰐バイパス症鮎£著しく増加しァ埠をこ

緊急手術例は5約%近くをこも適した.その後PWAの発

達とともに緊急事衡例は減少したがPrEVA複のA-a

パでパス症例が増加したp最近首JAm-ぼ積極的にす恥骨A

グラフトを伺い良好な結果を得ている中手解死亡やPey･-
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まう食道癌の魔道気管支墳症例における

朴 緩手痛 奉 幣を絹 酬た鮒 病院∋旧す鷺成元

症例は57才の男性,暖を葺.訴として近艶受診,治療を

受けていたが胸部Ⅹ線をこて着胸凍班現した為紹介され当

院入院したセ入院後嘩華~困難を訴えた為魚道透視を施行,

汝 から民主をこかけてラセソ型の食道癌を認め2着S転

-の食道気管支感も認めた.絶食,貫V紺をこより堵予を

見ていたが,啄味が増強してきた為食道内挿管の適応と

考え,住友ペ-タライト社製人工食道を内視鏡をガイド

として挿Åした巾挿九線経口摂取可能となり,瞭蝶も経

験し声約6週間軽度殿親和感のみで良好紅経過した緩亨

序 か々こ全身状態悪化し死亡した,食道繋管蕊感に対する

食道内挿管法は菅患者郡クォリティオブライフを高める

殿に腹めて歯周であると思われたせ


